
第82期報告書
2018.4.1-2019.3.31

株式会社今仙電機製作所
〒484-8507 愛知県犬山市字柿畑1番地　TEL.（0568）67-1211（代表）

証券コード 7266

株主の皆様へ

1.北米では生産が減少したものの、国内、中国などの生産
増加により、売上高は前期比1.1％の増収となりました
2.売上の増加および原価低減活動の効果などにより、営業
利益は前期比14％の増益となりました
3.当期純利益は前期に計上した米国子会社の法人税還付
の影響がなくなったことなどにより、前期比14.1％の減益
となりました

平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第82期の業績について、ご報告させていただきます。

代表取締役会長 代表取締役社長執行役員

第82期のポイント

想像力を豊かにし、これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

経営理念

詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。www.imasen.co.jp

株主メモ

会社概要

株式情報

役員

当社ホームページのご案内
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（単位：円）

通期第2四半期

自己株式 2.56%（547千株）

証券会社 1.36%（290千株）

外国人 
10.28%（2,192千株）

その他国内法人
20.91%
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個人・その他
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毎年6月
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事 業 年 度

49,195,000株発行可能株式総数
21,341,152株発行済株式の総数

6,464名株 主 数

定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

株式の状況

所有者別分布状況

配当金の推移

www.imasen.co.jp

様々な情報を
ホームページで
ご覧になれます。

100株
7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）
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郵便物送付先
電話照会先

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
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株式会社 今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

4,689名（連結）
愛知県犬山市字柿畑1番地
本社テクニカルセンター／IMASENグローバル開発・研修センター
東京支店／栃木テクニカルセンター
広島テクニカルセンター／ドイツ支店
名古屋工場／岐阜工場／八百津工場
春里工場／可児工場／岡山工場／広島工場  
（株式会社 九州イマセン）
台湾／フィリピン／米国／中国／タイ／インド
メキシコ／インドネシア

社 名

設 立
資 本 金
主な事業内容
従 業 員 数
本 社 所 在 地
開 発 拠 点
及 び 営 業 所

工 場

海 外 拠 点

1939年2月1日
6,297百万円
自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売

株式数
（注）１．
　　２．
　　

当社は、自己株式547千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
持株比率は自己株式（547千株）を控除して計算しております。
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創立80周年を迎えて

「IMASENを知る」特集企画 第22弾
科　目

前期 当期
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2017年4月1日～
2018年3月31日（ （2018年4月1日～

2019年3月31日（ （
売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等

当期純利益

非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

連結財務諸表
連結貸借対照表

55,130

30,976

86,107

28,676

6,613

35,289

45,574

4,903

339

50,817

86,107

7,220

△3,478

△2,579

67

1,229

9,683

10,912

7,628

△3,625

△3,514

△62

425

10,912

11,337

シートアジャスタ
83.6%

その他 2.5%

（単位：百万円）

自動車部品 96.5%

（2018年3月31日）

ワイヤーハーネス 2.6%

福祉機器 0.9%

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円） 事業別売上高構成

事業別
売上高構成

連結損益計算書

科　目

科　目

前期末
（2019年3月31日）
当期末

（単位：百万円）

製品別売上高構成 販売先系列別売上高構成

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る
換算差額

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

資産の部

　流動資産

　固定資産

　資産合計

負債の部

　流動負債

　固定負債

　負債合計

純資産の部

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

53,811

30,340

84,151

27,576

5,898

33,475

47,382

2,964

329

50,676

84,151

前期 当期
2017年4月1日～
2018年3月31日（ （2018年4月1日～

2019年3月31日（ （

自動車部品関連事業

売上高 114,489百万円
前期比   0.6％増

北米で生産減少したものの、国内、
中国などの生産増加により、増収
増益となりました

営業利益 3,700百万円
前期比 7.5％増

トヨタ 0.6%
ホーン 1.5%

電子ユニット 7.3%
ランプ 5.1%

ダイハツ 0.7%
スズキ 1.8%

マツダ 8.0%
三菱 
12.4%

いす  ゞ3.6%

SUBARU 
13.3%

ホンダ 
38.2%

日野 0.3%
ヤマハ 0.1%
その他 4.2%

日産 16.8%

IMASENは1939年2月に設立以来、日本のモータリゼーションの進展に対応し、自動車用ランプ、リレー、ウイン
ドレギュレータ、シートアジャスタ等の多様な製品開発を積極的に進め、今年で80周年を迎えることができました。
今回はIMASENの歴史について紹介します。 IMASEN は100年企業を目指しさらに進化してまいります。

’39年2月

’54年

’55年

’58年

愛知県名古屋市東区に
今仙電機製作所設立

自動車用ランプの
生産開始

自動車用リレーの
生産開始

自動車用ウインド
レギュレータの
生産開始

’65年

’67年  

’82年

’85年

自動車用シートアジャスタの
生産開始

航空機用ワイヤーハーネス
部門を分離独立させ、
東洋航空電子を設立

医療機器部門を分離独立
させ、今仙技術研究所設立

自動車用パワーシート
アジャスタの生産開始

’96年　7月
’97年　4月
’01年12月
’03年　1月
’07年　6月
’07年11月
’11年　3月
’11年11月
’12年　7月
’14年　8月
’15年　4月
’15年　6月

フィリピンにIPMC設立
アメリカ にIB-TECH設立
中国にGICO設立
タイにIMTC設立
岐阜工場稼働開始
インドにIMIP設立
中国にWICO設立
シーマイクロを完全子会社化
メキシコにIM-TECH設立
インドネシアにIPIN設立
IMASENグローバル開発・研修センター設立
ドイツ支店を設立

設立期 黎明期 成長期（海外進出加速）

IMASENグローバル開発
・研修センター

独立系企業として時代と共に多種多様な製品を供給し成長

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を当期連結会計年度の期首か
ら適用しており、繰延税金資産は固定資産の区分に表示し、繰延税金負債は固
定負債の区分に表示しております。

IMASENグループ80年史

売上高1,000億企業へ

〈単位：億円〉
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創業者今井仙三郎が
ホーンの国産化に成功 
「ナイトホーン」と命名

株式を店頭登録

リレー

1996年

1955年

1932年

ランプ
1954年

名証2部上場
2001年9月

名証1部上場
2002年9月

東証1部に上場
2003年2月

1963年

シートアジャスタ
1965年

ワイヤーハーネス

電動車いす
1971年

【ISSから離脱するHTV】
（中央の銀色部分がSOBCを
 載せたカプセル本体）

【東洋航空電子製
SOBC（衛星用）】

宇宙からの帰還～東洋航空電子製のコンピュータが支援
IMASENの航空宇宙事業を手がける東洋航空電子株式会社では、ロ

ケットの打上支援設備や試験装置の他、衛星やロケット本体への搭載品も
取り扱っています。２０１８年９月２３日、種子島宇宙センターからH-IIB７機
で「こうのとり（HTV）」の搭載品として打上げられ、１１月１１日午前７時
頃、国際宇宙ステーション（ISS）での実験成果が、JAXAが国内独自技術を
駆使して開発した回収カプセルで地上に持ち帰られました。この回収カプセ
ルには、東洋航空電子が組立や試験を担当したコンピュータ（SOBC：
Small Onboard Computer）が搭載され、大気圏突入直前から海上着水
までの間、通信や姿勢制御などの重要な役割を担いました。SOBCは小型衛
星用のコンピュータとして開発され、今後打ち上げ予定の衛星用SOBCの
製造と試験を行っています。今回の回収カプセル帰還の大成功が弾みとな
り、更に夢のある計画への参画ができることに期待しています。

トピックス

＠JAXA

＠JAXA
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「IMASENを知る」特集企画 第22弾
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ドレギュレータ、シートアジャスタ等の多様な製品開発を積極的に進め、今年で80周年を迎えることができました。
今回はIMASENの歴史について紹介します。 IMASEN は100年企業を目指しさらに進化してまいります。
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インドにIMIP設立
中国にWICO設立
シーマイクロを完全子会社化
メキシコにIM-TECH設立
インドネシアにIPIN設立
IMASENグローバル開発・研修センター設立
ドイツ支店を設立

設立期 黎明期 成長期（海外進出加速）

IMASENグローバル開発
・研修センター

独立系企業として時代と共に多種多様な製品を供給し成長

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等を当期連結会計年度の期首か
ら適用しており、繰延税金資産は固定資産の区分に表示し、繰延税金負債は固
定負債の区分に表示しております。

IMASENグループ80年史

売上高1,000億企業へ

〈単位：億円〉
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創業者今井仙三郎が
ホーンの国産化に成功 
「ナイトホーン」と命名

株式を店頭登録

リレー

1996年

1955年

1932年

ランプ
1954年

名証2部上場
2001年9月

名証1部上場
2002年9月

東証1部に上場
2003年2月

1963年

シートアジャスタ
1965年

ワイヤーハーネス

電動車いす
1971年

【ISSから離脱するHTV】
（中央の銀色部分がSOBCを
 載せたカプセル本体）

【東洋航空電子製
SOBC（衛星用）】

宇宙からの帰還～東洋航空電子製のコンピュータが支援
IMASENの航空宇宙事業を手がける東洋航空電子株式会社では、ロ

ケットの打上支援設備や試験装置の他、衛星やロケット本体への搭載品も
取り扱っています。２０１８年９月２３日、種子島宇宙センターからH-IIB７機
で「こうのとり（HTV）」の搭載品として打上げられ、１１月１１日午前７時
頃、国際宇宙ステーション（ISS）での実験成果が、JAXAが国内独自技術を
駆使して開発した回収カプセルで地上に持ち帰られました。この回収カプセ
ルには、東洋航空電子が組立や試験を担当したコンピュータ（SOBC：
Small Onboard Computer）が搭載され、大気圏突入直前から海上着水
までの間、通信や姿勢制御などの重要な役割を担いました。SOBCは小型衛
星用のコンピュータとして開発され、今後打ち上げ予定の衛星用SOBCの
製造と試験を行っています。今回の回収カプセル帰還の大成功が弾みとな
り、更に夢のある計画への参画ができることに期待しています。
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株式会社今仙電機製作所
〒484-8507 愛知県犬山市字柿畑1番地　TEL.（0568）67-1211（代表）

証券コード 7266

株主の皆様へ

1.北米では生産が減少したものの、国内、中国などの生産
増加により、売上高は前期比1.1％の増収となりました
2.売上の増加および原価低減活動の効果などにより、営業
利益は前期比14％の増益となりました
3.当期純利益は前期に計上した米国子会社の法人税還付
の影響がなくなったことなどにより、前期比14.1％の減益
となりました

平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第82期の業績について、ご報告させていただきます。

代表取締役会長 代表取締役社長執行役員

第82期のポイント

想像力を豊かにし、これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

経営理念

詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。www.imasen.co.jp

株主メモ

会社概要

株式情報

役員

当社ホームページのご案内

大株主
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（単位：円）

通期第2四半期

自己株式 2.56%（547千株）

証券会社 1.36%（290千株）

外国人 
10.28%（2,192千株）

その他国内法人
20.91%
（4,461千株）

個人・その他
35.97%（7,676千株）

金融機関
28.92%（6,171千株）

毎年4月1日から翌年3月31日まで

5.12
4.61
4.60
3.09
3.06
2.97
2.95
2.90
2.42
2.09

1,066
959
957
642
638
619
613
605
505
434

毎年6月
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事 業 年 度

49,195,000株発行可能株式総数
21,341,152株発行済株式の総数

6,464名株 主 数

定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

株式の状況

所有者別分布状況

配当金の推移

www.imasen.co.jp

様々な情報を
ホームページで
ご覧になれます。

100株
7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）

単 元 株 式 数
証 券 コ ー ド

同 取 次 窓 口

郵便物送付先
電話照会先

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店

同事務取扱場所

（2019年3月31日現在）

（2019年3月31日現在）

（2019年3月31日現在）

（上位10名）

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)
ＩＭ ＡＳＥＮ 取 引 先 持 株 会
日本トラスティー・サービス信託銀行株式会社（信託口）
テ イ・エ ス テック 株 式 会 社
今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会
ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社
株 式 会 社 三 菱 Ｕ ＦＪ 銀 行
株 式 会 社 第 三 銀 行
DFA INTL SMALL CAP VALUE　PORTFOLIO

代 表 取 締 役 会 長
代表取締役社長執行役員
取 締 役 常 務 執 行 役員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

若 　 山 　 恭 　 二
足 　 立 　 　 　 隆
佐 　 竹 　 克 　 幸
櫻 　 井 　 孝 　 充
丹 　 羽 　 良 　 仁
永 　 井 　 康 　 雄
鈴 　 木 　 雄 　 二
真 　 下 　 英 　 敏
阿 　 部 　 隆 　 行
宮 　 澤 　 俊 　 夫
長 谷 川 　 周 　 義

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

財務ハイライト第82期（2019年3月期）
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株式会社 今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

4,689名（連結）
愛知県犬山市字柿畑1番地
本社テクニカルセンター／IMASENグローバル開発・研修センター
東京支店／栃木テクニカルセンター
広島テクニカルセンター／ドイツ支店
名古屋工場／岐阜工場／八百津工場
春里工場／可児工場／岡山工場／広島工場  
（株式会社 九州イマセン）
台湾／フィリピン／米国／中国／タイ／インド
メキシコ／インドネシア

社 名

設 立
資 本 金
主な事業内容
従 業 員 数
本 社 所 在 地
開 発 拠 点
及 び 営 業 所

工 場

海 外 拠 点

1939年2月1日
6,297百万円
自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売

株式数
（注）１．
　　２．
　　

当社は、自己株式547千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
持株比率は自己株式（547千株）を控除して計算しております。

売上高 営業利益 当期（四半期）純利益※

第2四半期 通期
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※親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益
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111,998
120,100

3,298

2,670

3,2813,202

2,878

1,567

883927

55,61455,614 58,99558,995

2,1432,143

648648

1,4791,479

1,1211,121

2019.3

3,740

1,7011,701

110,275
117,339

54,57154,571 56,40156,401

2019.3

118,579

59,74459,744

765765

2019.3

2,474

1,1221,122


